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第１章 現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷 
 

≪第１節 社会的養護の理念と概念≫ 

１ 

社会的養護の基本理念（施設運営指針・里親等養育指針） 

・ 社会的養護は、子どもの（ Ａ ）を図るための仕組みであり、

「子どもの（ Ｂ ）のために」をその基本理念とする。 

・ 社会的養護は、保護者の適切な養育を受けられない子どもを、

（ Ｃ ）で社会的に保護・養育するとともに、養育に困難を抱

える（ Ｄ ）への支援を行うものである。 

・ 社会的養護は、「すべての子どもを（ Ｅ ）で育む」をその

基本理念とする。 

（ダイジェスト版ｐ61） 

□□□ 

２ 

社会的養護の原理（施設運営指針・里親等養育指針） 

① 家庭的養護と（ Ａ ） 

② 発達の保障と（ Ｂ ） 

③ （ Ｃ ）をめざした支援 

④ （ Ｄ ）との連携・協働 

⑤ （ Ｅ ）と連携アプローチ 

⑥ （ Ｆ ）を見通した支援 

（ダイジェスト版ｐ61～63） 

□□□ 

３ 

児童憲章（前文） 

 われらは、（ Ａ ）の精神にしたがい、児童に対する正しい観念

を確立し、すべての児童の幸福をはかるために、この憲章を定める。 

 児童は、（ Ｂ ）として尊ばれる。 

 児童は、（ Ｃ ）として重んぜられる。 

 児童は、よい（ Ｄ ）のなかで育てられる。 

□□□ 

４ 

 （ Ａ ）とは、障害等の有無に関わらず、すべての人に普通の

生活をすることを保障しようとする理念をいう。（ Ａ ）は、デ

ンマークの「知的障害者の親の会」の運動の中から生み出され、

（ Ｂ ）が重要な役割を果たして、1959年のデンマークにおいて

世界で初めて法律に位置づけられた（「1959年法」）。今日では、す

べての福祉分野に共通する基本理念となっている。 

□□□ 
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17 

 里親委託へ不安を抱く保護者には、里親制度、特に、養育里親と

（ Ａ ）との区別を説明し、里親は（ Ｂ ）の重要な担い手で

あり、（ Ｃ ）が引き続き支援を行う中で、保護者と協力し、子

どもの養育を行うものであることを説明する（ダイジェスト版ｐ

36）。 

□□□ 

18 

 里親委託を行う際の保護者（親権者）の（ Ａ ）については、

「児童福祉法」第27条第４項で「親権を行う者又は未成年後見人の

意に反して、これを採ることができない」と定められている。これ

は、これらの者が（ Ｂ ）を表明している場合には措置の決定を

強行できないという意味であり、積極的な（ Ａ ）がなくても、

（ Ｂ ）表明がなければ、里親委託の措置を行うことは可能であ

る（ダイジェスト版ｐ36）。 

□□□ 

19 

 里親委託のための調整の期間は、施設での面会や外出・外泊など

の交流に係る里親側の負担等に配慮し、できるだけ長期にならない

よう努め、長い場合でもおおむね（ Ａ ）か月程度を目安とする

（ダイジェスト版ｐ38）。 

□□□ 

20 

 養子縁組里親は、一定の（ Ａ ）に達していることや、夫婦共

働きであること、特定の疾病に罹患した経験があることだけをもっ

て一律に排除するのではなく、子どもの成長の過程に応じて必要な

（ Ｂ ）、体力、経済力等が求められることなど、里親希望者と

先の（ Ｃ ）を具体的に話し合いながら検討する（ダイジェスト

版ｐ39）。 

□□□ 

21 

 実親の妊娠中から里親委託まで（ Ａ ）支援で実親が安心して

出産を迎え、里親と自然に親子関係をつくることができるのが、

（ Ｂ ）を前提とした（ Ｃ ）の里親委託の特徴である（ダイ

ジェスト版ｐ40）。 

□□□ 

22 

 里親および（ Ａ ）養育者の一時的な休息のための援助

（（ Ｂ ）・ケア）は、委託児童を養育している里親等が一時的な

休息のための援助を必要とする場合に、乳児院、児童養護施設等ま

たは他の里親、（ Ａ ）を活用して当該児童の養育を行うことを

目的とする。 

□□□ 
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第５章 社会的養護の現状と課題 
 

≪第１節 児童養護施設入所児童等調査結果≫ 

１ 

 厚生労働省は、里親もしくは（ Ａ ）に委託されている児童、

児童養護施設、児童心理治療施設型、児童自立支援施設および乳児

院に措置されている児童、母子生活支援施設を利用している母子世

帯の児童ならびにその保護者、（ Ｂ ）に入居している児童の実

態を明らかにして、（ Ｃ ）の福祉増進のための基礎資料を得る

ことを目的として、５年ごとに「児童養護施設入所児童等調査」を

行っている（令和５年４月１日以降は、厚生労働省から、こども家

庭庁に移管）。 

□□□ 

２ 

 児童の委託時または入所時の年齢は、里親、児童養護施設および

ファミリーホームでは（ Ａ ）歳、児童心理治療施設では12歳、

児童自立支援施設では（ Ｂ ）歳、乳児院児では（ Ｃ ）歳、

自立援助ホームでは18歳が最も多くなっている（ダイジェスト版ｐ

88）。 

□□□ 

３ 

 児童の委託経路または入所経路で最も多いものは、里親、児童養

護施設、児童心理治療施設、児童自立支援施設、乳児院、ファミリ

ーホームおよび自立援助ホームのいずれでも、「（ Ａ ）から」と

なっている。また、児童自立支援施設では、「（ Ｂ ）から」が３

番目に多い（ダイジェスト版ｐ89）。 

□□□ 

４ 

 養護問題発生理由で最も多いものは、里親の場合には「（ Ａ ）」、

児童養護施設の場合には「母の（ Ｂ ）」、児童心理治療施設、児

童自立支援施設および自立援助ホームの場合は「児童の問題による

監護困難」、乳児院およびファミリーホームの場合には「母の

（ Ｃ ）等」となっている（ダイジェスト版ｐ90）。 

□□□ 

５ 
 里親申込みの動機別をみると「（ Ａ ）」が最も多く、次いで「子

どもを育てたいから」となっている（ダイジェスト版ｐ91）。 
□□□ 

６ 
 里父の年齢は「（ Ａ ）」が最も多く、里母の年齢は「（ Ｂ ）」

が最も多くなっている（ダイジェスト版ｐ91）。 
□□□ 

７ 

 母子生活支援施設への入所理由は、「（ Ａ ）」が最も多く、次

いで「住宅事情による」、「経済的理由による」となっている（ダイ

ジェスト版ｐ92）。 

□□□ 



ふくしかくネット                              令和５年（後期）保育士試験科目別リベンジセット社会的養護 

 

 

ポイント集（アウトプット編）                                            第５章 社会的養護の現状と課題 52 

５ 

 市区町村は、子どもの最も身近な場所における子どもの福祉に関

する支援等に係る業務を行うことが役割・責務とされていることを

踏まえ、子どもとその家庭および妊産婦等について、地域のリソー

ス（資源）や必要なサービスと有機的につないでいくソーシャルワ

ークを中心とした機能を担う拠点（（ Ａ ））の設置に努めるもの

とされた（平成29年度～）。 

□□□ 

６ 

 里親等への委託や、児童養護施設等への施設入所措置を受けてい

た者で18歳（措置延長の場合は20歳）到達により措置解除された者

のうち、（ Ａ ）のため支援を継続して行うことが適当な場合に

ついて、原則（ Ｂ ）歳に達する日の属する年度の末日まで、個々

の状況に応じて引き続必要な支援を実施することなどにより、将来

の（ Ａ ）に結びつけることを目的として、平成29年度より、社

会的養護自立支援事業が実施されている（ダイジェスト版ｐ13参

照）。 

□□□ 

７ 
 社会的養護自立支援事業の必須業務は、（ Ａ ）による継続支

援計画の作成と、（ Ｂ ）による生活支援の実施である。 
□□□ 

８ 

 「新しい社会的養育ビジョン」（平成29年８月）では、「新しい社

会的養育ビジョンの実現に向けた工程」として、次のような項目が

あげられている。 

① （ Ａ ）の子ども家庭支援体制の構築 

② 児童相談所・（ Ｂ ）改革 

③ （ Ｃ ）への包括的支援体制（フォスタリング機関）の抜本

的強化と（ Ｃ ）制度改革 

④ 永続的解決（パーマネンシー保障）としての（ Ｄ ）の推進 

（ダイジェスト版ｐ15・16） 

□□□ 


	第１章　現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷
	≪第１節　社会的養護の理念と概念≫
	≪第２節　社会的養護の歴史的変遷≫

	第２章　社会的養護の基本
	≪第１節　子どもの人権（権利）擁護と社会的養護≫
	≪第２節　社会的養護の基本原則≫

	第３章　社会的養護の制度と実施体系
	≪第１節　社会的養護の制度の概要≫
	≪第２節　養育環境に問題のある子どものための施設と事業≫
	≪第３節　心身に障害のある子どものための施設と事業≫
	≪第４節　子ども健全育成等のための施設と事業≫
	≪第５節　情緒・行動面に問題のある子どものための施設≫
	≪第６節　家庭養護≫
	≪第７節　虐待への対応≫
	≪第８節　社会的養護に関わる専門職≫

	第４章　社会的養護の内容
	≪第１節　社会的養護の実際≫
	≪第２節　社会的養護に関わる相談援助≫

	第５章　社会的養護の現状と課題
	≪第１節　児童養護施設入所児童等調査結果≫
	≪第２節　施設等の運営・管理≫
	≪第３節　社会的養護の課題と展望≫




